
4

創
立
者
は
一
八
人

5

出典：『タイムトラベル中大125:1885→2010』第2版。一部修正を施している場合があります。

　

英
国
証
拠
法
の
権
威
で
第
三
代
学
長
を
務
め
た
岡お
か
む
ら
て
る
ひ
こ

村
輝
彦
が
亡

く
な
っ
た
時
、
の
ち
に
学
長
と
な
る
原
嘉よ
し

道み
ち

は
『
法
学
新
報
』

に
寄
せ
た
追
悼
文
の
冒
頭
で
、
岡
村
の
経
歴
の
中
で
最
も
光
彩
を

放
っ
た
の
は
何
と
言
っ
て
も
千
島
艦
事
件
で
あ
っ
た
、
と
語
っ
て

い
る
。

　

こ
の
事
件
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
十
一
月
三
十

日
、
日
本
海
軍
が
発
注
し
フ
ラ
ン
ス
か
ら
呉
へ
回
航
中
の
水
雷
砲

艦
千
島
と
イ
ギ
リ
ス
商
船
ラ
ベ
ン
ナ
号
が
瀬
戸
内
海
で
衝
突
し
、

千
島
が
沈
没
し
て
乗
組
員
七
四
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
一
大
惨
事

で
あ
っ
た
。

　

日
本
政
府
は
ラ
ベ
ン
ナ
号
に
過
失
が
あ
っ
た
と
し
て
翌
年
所
有

者
の
ピ
ー
オ
ー
汽
船
会
社
を
相
手
に
八
五
万
円
の
損
害
賠
償
を
求

め
る
訴
え
を
起
こ
す
が
、
当
時
の
日
本
は
、
未
だ
幕
末
の
不
平
等

条
約
に
よ
っ
て
治
外
法
権
下
に
あ
り
、
そ
の
法
廷
は
横
浜
の
イ
ギ

リ
ス
領
事
館
が
第
一
審
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
政
府
の
訴
訟
代
理

人
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、
岡
村
だ
っ
た
。

　

明
治
維
新
後
、
鶴
舞
藩
貢
進
生
に
選
抜
さ
れ
大
学
南
校
に
入
っ

た
岡
村
は
、
東
京
開
成
学
校
在
学
時
の
七
六
年
に
入
江
（
穂
積
）

陳
重
ら
と
共
に
文
部
省
第
二
回
留
学
生
に
選
ば
れ
て
イ
ギ
リ
ス
へ

渡
り
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
、
さ
ら
に
ミ
ド
ル
テ

ン
プ
ル
で
法
学
を
修
め
、
八
〇
年
一
月
に
バ
リ
ス
タ
ー
（
法
廷
弁

護
士
）
と
な
っ
た
。

　

穂
積
に
よ
れ
ば
、
留
学
当
初
の
岡
村
は
「
メ
ン
ド
イ
ズ
ム
」（
面

倒
主
義
）
を
唱
え
、
何
で
も
面
倒
く
さ
い
こ
と
は
他
人
任
せ
で
、

法
律
よ
り
は
政
治
に
関
心
を
寄
せ
る
放
任
的
豪
傑
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
で
法
律
の
面
白
さ
を
知
る
に
つ
れ
、
猛
烈

な
勢
い
で
勉
強
し
た
ら
し
く
、
卒
業
試
験
の
際
に
は
過
度
の
睡
眠

不
足
か
ら
脳
貧
血
に
陥
る
ほ
ど
で
、
そ
れ
が
災
い
し
て
穂
積
よ
り

遅
れ
て
受
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

さ
て
、
一
審
の
裁
判
で
は
ピ
ー
オ
ー
汽
船
会
社
も
日
本
政
府
を

相
手
に
一
〇
万
円
の
賠
償
を
求
め
る
反
訴
を
行
っ
た
が
、
裁
判
の

結
果
は
反
訴
の
み
却
下
さ
れ
た
た
め
、
双
方
と
も
に
こ
れ
を
不
服

と
し
て
上
海
の
イ
ギ
リ
ス
高
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
こ
の
上
級

審
で
は
、
ピ
ー
オ
ー
汽
船
会
社
の
全
面
勝
訴
と
な
っ
た
た
め
、

政
府
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
最
高
裁
判
所
に
あ
た
る
枢
密
院
に
上

告
し
、
事
件
か
ら
三
年
近
く
経
っ
た
九
五
年
七
月
三
日
、
二
審
判

決
の
破
棄
と
横
浜
領
事
館
へ
の
差
し
戻
し
、
さ
ら
に
ピ
ー
オ
ー
汽

船
会
社
に
訴
訟
費
用
約
一
二
万
円
の
負
担
を
命
じ
る
判
決
が
下
っ

た
。

　

こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、
同
年
九
月
十
九
日
に
ピ
ー
オ
ー
汽
船

会
社
が
一
万
ポ
ン
ド
（
約
九
万
円
）
の
和
解
金
と
訴
訟
費
用
を
全

額
負
担
す
る
代
わ
り
に
、
日
本
政
府
は
一
切
の
請
求
権
を
放
棄
す

る
こ
と
で
和
解
が
成
立
し
、
決
着
を
見
た
。

　

当
時
、
国
内
で
は
千
島
艦
事
件
を
め
ぐ
っ
て
条
約
改
正
問
題
が

沸
騰
し
、
万
一
イ
ギ
リ
ス
枢
密
院
で
敗
訴
す
れ
ば
そ
の
責
め
を
免

れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
岡
村
は
敢
然
と
し
て
イ
ギ
リ

ス
に
乗
り
込
み
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
領
事
裁
判
の
実
情
に
つ
い
て

困
難
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
説
明
を
尽
く
し
、
裁
判
を
有
利
に
導

い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

岡
村
が
そ
の
務
め
を
果
た
し
、
暑
気
の
残
る
日
本
に
帰
国
し
た

際
に
新
橋
駅
で
真
っ
先
に
彼
を
出
迎
え
た
の
は
、
時
の
海
軍
大
臣

西
郷
従つ
ぐ

道み
ち

海
軍
大
将
で
あ
っ
た
。
西
郷
は
、
岡
村
に
向
か
っ
て
薩

摩
弁
で
「
冷
水
に
て
顔
を
洗
ひ
た
る
か
如
き
快
感
」
と
心
か
ら
の

謝
辞
を
述
べ
た
と
い
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
枢
密
院
に
お
け
る
勝
訴
判
決
は
、
ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル

で
学
び
法
廷
弁
護
士
と
な
っ
た
岡
村
輝
彦
に
と
っ
て
面
目
躍
如
た

る
も
の
が
あ
っ
た
。

岡村輝彦

出
身
地　

千
葉
県
市
原
市
（
大
坂
生
ま
れ
）

生　

年　

一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
七
月
二
日

没　

年　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
二
月
一
日

岡
村
輝
彦　

ミ
ド
ル
テ
ン
プ
ル
へ
の
恩
返
し

0 0 2


